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自然、

(1) 

栗
と
し
い
た
け
は
、
か
つ
て
河
辺
の
特
産

品
で
し
た
。
で
も
、
近
年
し
い
た
け
同
様
に
、

栗
も
病
害
虫
や
高
齢
化
等
に
よ
り
年
々
生
産

量
、
収
益
と
も
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
栗

は
、
ブ
ナ
科
落
葉
高
木
で
、
雄
花
は
花
穂
の

上
部
に
、
雌
花
は
下
部
に
つ
き
、
果
実
を
食

用
、
材
を
加
工
用
に
し
ま
す
。
こ
の
地
域
の

年
中
行
事
に
九
月
九
日
の
栗
名
月

(栗
節
句
)

が
あ
り
ま
す
。
栗
の
ご
飯
を
炊
い
て
食
べ
る

と
い
う
い
た
っ
て
簡
単
に
思
え
る
行
事
で
は

あ
り
ま
す
、が
、
こ
こ
に
は
自
然
、
豊
作
に
感

謝
す
る
心
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

河
辺
の
風
習
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
、

生
死
、
健
康
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
後
者
の

二
つ
は
言
う
に
及
ば
ず
生
命
に
係
わ
る
こ
と

で
す
が
、
農
業
の
存
在
、が
私
た
ち
の
生
活
に

い
か
に
重
要
な
と
こ
ろ
を
占
め
て
い
た
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
一
次
産
業
の
衰

退
は
、
河
辺
村
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
の
礎
を
築
い
た
の
も
農
業
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
農
林
水

産
業
は
、
自
然
、
環
境
と
も
密
接
な
つ
な
が

り
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
益
々
そ
の
ウ
エ
イ

ト
が
重
要
視
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
今
一
度
真
剣
に
農
林
業
の
振
興

に
つ
い
て
考
え
、
向
き
あ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
リ
ま
せ
ん
。
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平
成
十
三
年
第
一
二
回
、
河
辺
村
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
全
議
員

が
出
席
の
も
と
上
川
議
員
、
田
中

議
員
、
長
岡
議
員
、
梅
木
議
員
四

名
の
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
報

告
二
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
八

千
九
百
七
十
二
万
八
千
円
を
可

決。特
別
会
計
補
正
予
算
一
ニ
百
九
十

七
万
円
の
議
案
二
件
を
原
案
の
と

お
り
可
決
。

次
に
、
平
成
十
一
年
度
の
一
般

会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
で
は
、
収
入
役
に
松

本

明

氏

(

五

三

歳

)

H
山
鳥

坂
口
の
選
任
に
同
意
。

教
育
委
員
に
本
竜
拙
宗
氏
(
五

二
歳
)
H
河
都
H
ま
た
、
梅
木
幸

男
氏
(
六
六
歳
)

H
河
都
日
の
任

命
に
同
意
。

さ
ら
に
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
と
し
て
船
田
千
代
子
氏
(
五
一

歳
)

H
植
松
H
の
諮
問
に
対
し
適

任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

わか第 139号

上
川

勝
利

時再開ロ貝

①
公
共
工
事
の
事
業
費
が
、
県
工

事
費
は
三
億
円
程
度
し
か
見
込

め
な
い
状
況
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
十
二
年
度
の
県
事
業

見
込
額
は
ど
の
く
ら
い
か
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

本
年
度
の
県
工
事
当
初
予
算
に

お
き
ま
し
て
は
、
平
年
並
(
平
年

的
工
事
費
約
十
一
億
円
)
の
実
績

に
対
し
て
一
五
%
程
度
(
当
初
予

算
で
一
・
六
億
円
)
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
(
現
在
の
予
定
額

は
九
・
五
億
円
程
)
、
今
後
の
事

業
に
追
加
要
望
を
い
た
し
て
お

り
、
本
年
度
に
お
い
て
も
平
年
並

の
事
業
費
の
確
保
が
で
き
る
も
の

と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

②
県
道
内
子
河
辺
野
村
線
の
改
良

で
特
に
、
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
改

良
の
陳
情
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
今
年

も
知
事
陳
情
を
強
く
要
望
し
て
参

り
ま
す
が
、
県
に
お
い
て
は
、
改

良
の
計
画
と
進
捗
状
況
を
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
期
待
を
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田
中

五
月

議

員

①
川
上
地
区
簡
易
水
道
施
設
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
の
山
振
事
業
に
計
画

要
望
を
い
た
し
て
お
り
、
実
現
で

き
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

②
町
村
合
併
に
つ
い
て
村
長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

固
に
お
い
て
は
今
年
七
月
に
、

西
田
自
治
大
臣
へ
市
町
村
合
併
の

推
進
を
指
示
さ
れ
、
愛
媛
県
は
、

今
年
中
に
合
併
パ
タ
ー
ン
の
モ
デ

ル
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

本
村
は
交
付
金
が
若
干
の
減
額

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
す
ぐ

に
合
併
の
心
配
は
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
将
来
、
や
む
な
く
そ
の

よ
う
な
時
期
が
参
り
ま
し
た
時
に

は
、
議
員
各
位
、
ま
た
村
民
の
皆

さ
ん
と
、
納
得
の
い
く
方
法
で
話

し
合
い
を
行
っ
て
、
方
向
を
決
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
岡

吉
男

器
開
口
貝

県
が
県
道
整
備
等
の
地
元
負
担

徴
収
を
復
活
す
る
と
い
う
件
に
つ

い
て
、
村
長
の
見
解
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

去
る
八
月
十
五
日
付
で
、
町
村

長
会
と
議
長
会
の
連
盟
に
よ
り
、

県
に
対
し
て
陳
情
書
を
提
出
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
村
の
現
状
を

く
み
取
っ
て
、
良
い
方
針
が
一
不
さ

れ
る
も
の
と
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。今
後
の
進
展
に
よ
っ
て
は
、
再

度
の
負
担
軽
減
を
強
く
陳
情
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

梅
木
加
津
子

謹
叩
ロ
貝

①
三
省
協
定
並
の
賃
金
を
、
こ
れ

ま
で
業
者
が
払
っ
て
い
た
の

か
、
村
と
し
て
調
査
す
る
と
共

に
、
一
一
一
割
カ
ッ
ト
の
労
務
単
価
、

即
賃
金
の
引
き
下
げ
は
妥
当
な

の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

村
内
の
業
者
が
従
業
員
に
三
省

協
定
に
よ
る
賃
金
を
払
っ
て
い
た

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
設
計

単
価
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
種
に
よ
っ

て
の
標
準
的
な
単
価
で
あ
り
、
一
概

に
単
価
が
そ
の
ま
ま
支
払
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
各
社
の
経
営
方
針
ま

た
は
、
そ
の
職
種
で
の
従
業
員
の

能
力
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
三
業
者
の
労
務
賃
金
の

支
払
状
況
を
調
査
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
情
報
公
開
条
例
の
制
定
と
村

長
・
議
長
の
交
際
費
の
公
聞
に

つ
い
て
、
一
日
も
早
い
制
定
と
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約
束
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
患
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

〔
村
長
答
弁
)

で
き
れ
ば
十
三
年
度
に
向
け
て

実
施
し
た
い
と
険
副
を
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
情
報
公
開
す
る

ま
で
に
は
、
事
務
処
理
上
、
職
問
(

の
苛
修
に
一
年
半
の
胡
閣
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
本
村
は
ト
四
年
度

に
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

L

た。
九
月
補
正
で
職
員
研
修
費
及

び
、
丈
書
管
理
シ
ス
テ
ム
委
託
料

を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
ち
、
村
長
・
議
長
の
交
際
曹

に
つ
い
て
も
、
同
時
に
公
開
を
い

た
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
r

議
決
さ
れ
ま
し
た
一
車
会
計
補

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
八
九
、
七

二
八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
歳
入
蔵

出
そ
れ
ぞ
れ
て
一
、
二
六
八
、
:
七

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
止
予
算
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費
情
報
公
開
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
委
託
料

一
、
五
ヒ
五
千
円

集
会
所
新
築
等
工
事
費

七
、
七
四

O
千
円

村
制
五

O
周
年
記
念
行
事
花
費

六
、
五

O
、
、
干
円

農民
川林児生
生業市費
同費子
主主 リ4
給'
水
、施

。室
。{iIil
O 調
千査
円費

、

C 
〈〉
千
円

土
木
費
天
神
橋
改
良
工
事
費
等

ム
、
一
五

O
千
円

教
育
費
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
タ
ー

等
購
人
費

ι
一
四
千
円

中
学
校
体
育
館
時
必
修
繕
料

二
三
仁
千
円

災
害
復
旧
費

道
路
災
害
復
旧

L
事
費

二

、

二

九

下

円

な
ど
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
蔵
十
一
年
麗

日
刊
の
輔
教
状
況
を
お
知
5
せ
し
ま
す

こ
れ
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
村
に
お
金
が
い
く
ら
入

り
、
ど
う
便
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。闘

「
J

M
-
M
一
切
一
世

間一時一立

自
各会計の財政収支の状況

公{責費の状況

況状の金基



平
成
十
今
一
年
麿
の

成
人
式
が
河
辺
付
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
新
成
人
中
昭
和

五
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
六
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の

十
八
名
で
、
そ
の
う

ち
出
席
者
は
十
三
名

で
し
た
。

成
人
式
典
で
は
稲

田
村
長
が

1

自
分
の
可
時
性
を
信

じ
、
目
際
に
向
か
っ
て
遇
進
し
て

下
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
来
J

貨

の
河
辺
村
議
会
議
長
と
河
辺
村
教

育
委
員
長
よ
り
祝
悩
激
励
の
一
二
日
葉

(4) 

⑪ 
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を
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
成
人
者

を
代
表
し
て
富
永
和
苧
さ
ん
が

「
努
力
を
積
み
重
ね
、
社
会
の
原

動
力
と
し
て
若
い
力
を
貢
献
し
ま

す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
式
典
を
終

え
ま
し
た
c

式
典
が
終
っ
た
後
、
成
人
者
一

人
一
人
に
自
己
柑
介
・
将
来
の
抱

負
・
川
辺
村
に
望
む
こ
と
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
個
性
的
な

意
見
が
次
々
と
出
て
き
て
終
始
和

や
か
な
雰
問
気
で
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
c

成
人
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

長寿をお祝いして

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
方
十
八

名
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
二
十

年
に
わ
た
り
、
小
学
校
へ
清
掃
用

品
を
寄
贈
し
て
こ
ら
れ
た
七
五
一
一
一

百
々
、
栄
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
河
辺
村
の
最
高
齢
者
は

日
除
の
松
下
ヨ
ミ
ヱ
さ
ん
で
九
十

八
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
今
後
益
々

の
ご
長
寿
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
の

午
後
か
ら
は
、
婦
人
会
に
よ
る

敬
老
会
が
行
わ
れ
多
彩
な
演
芸
と

老
人
の
方
々
の
カ
ラ
オ
ケ
等
が
あ

り
、
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

がんばって下きい

今
年
の
前
夜
祭
「
龍
馬
を
語
る

夕
べ
」
で
は
、
京
都
国
立
博
物
館

主
任
研
究
官
の
宮
川
禎
一
先
生
を

迎
え
て
、
今
年
再
発
見
さ
れ
た
龍

馬
が
上
佐
坂
本
家
の
後
継
ぎ
問
題

に
つ
い
て
書
き
綴
っ
た
子
紙
の
内

容
か
ら
龍
馬
の
悩
み
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
在

猪
と
お
や
べ
問
題
に
つ
い
て
、
ち

密
な
子
紙
の
考
察
で
、
同
一
人
物

と
の
導
き
に
は
、
参
加
者
全
員
大

い
に
納
得
さ
れ
た
様
子
で
し
た
u

そ
の
後
、
稲
田
氏
屯
に
代
々
伝

わ
る
、
龍
馬
縁
?
の
金
庫
の
開
帳
。

今
日
間
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
っ
た

そ
の
中
身
は
、
の
し
紙
が
数
枚
。

日
本
中
を
揺
が
す
、
新
た
な
龍
馬

資
料
の
発
見
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

敬
老
の
式
典
及
び
敬
老
会
が
、

河
辺
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
の
式
典
で

は
、
昨
年
九
月
十
六

日
か
ら
一
年
間
に
な

く
な
ら
れ
た
十
八
名

の
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
て
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
村
長

式
辞
の
あ
と
、
今
年

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

山
人
刊
の
向
井
義
光
さ

ん
他
七
名
に
対
し
、

県
知
事
か
ら
木
杯
、

村
長
か
ら
記
念
品
が

完全踏破 1/目指せ/

中からイ可が 7

し
た
。
そ
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
中
で
前
夜
祭
は
終
了
し
ま
し
た
。

翌
日
の
河
辺
村
内
約
十
五
回
の

脱
藩
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、

早
朝
か
ら
県
内
外
各
地
か
ら
二
百

七
卜
七
名
の
参
加
者
が
集
合
し
、

参
加
者
代
表
の
力
強
い
か
け
戸
と

と
も
に
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
前

U
ま
で
は
台
風
の
影
響

で
、
閥
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

全
岡
の
龍
馬
フ
ァ
ン
の
熱
い
思
い

に
お
し
の
げ
ら
れ
た
か
の
よ
う

に
、
絶
好
の
ウ
ォ
!
キ
ン
グ
円
相

と
な
り
ま
し
た
〈

今
回
が
初
め
て
の
参
加
、
第
一

回
目
か
ら
十
二
団
連
続
の
参
加

と
、
皆
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
歩
い

た
脱
藩
の
道
。
来
年
も
ま
た
多
く

の
人
で
賑
わ
う
で
し
ょ
う
。
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み
ん
議
品
開
館
寓
顔
と
由
副
議
唱
え
た
日
村
山

/'¥ミ

絶
好
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た

近
年
に
な
い
大
勢
の
人
の
参
加
に

よ
り
盛
大
に
ふ
る
さ
と
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
を
一
段

と
パ
ワ
!
ア
ッ
プ
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
、
村
民
は
も
と
よ
り
、

帰
省
者
も
一
緒
に
な
っ
て
、
楽
し
い

河
辺
の
夏
の
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

わか平成12年 9月25日(5) 

大盛況のタイムレンジャーショ大洲高ブラバンの生演奏

子どもたちもチャレンジ/

例
年
よ
り
一
ヶ
月

遅
れ
で
、
分
館
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
河
辺
中
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
変
蒸
し

暑
く
、
じ
っ
と
し
て

い
る
だ
け
で
も
汗
が

出
る
ほ
ど
で
し
た
。

で
も
、
そ
ん
な
暑

さ
を
吹
き
と
ば
す
よ

う
な
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
大
会
は
河
辺
村
の
国
際

化
の
第
一
歩
と
な
る
記
念
す
べ
き

大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

大
伍
分
館
で
七
月
十
九
日
に
来
村

⑫ 

踊りの輸が一つになって

し
た
テ
ピ
ッ
ド
さ
ん
が
参
加
し
た

か
ら
で
す
。
開
会
式
で
の
自
己
紹

介
は
、
今
で
も
参
加
者
全
員
が
心

に
残
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
国
際
性
豊
か
な
大
会
を

制
し
た
の
は
次
の
分
館
で
す
。

歌謡ショー大石円

自然を生かせ/

二
十
一
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
あ
る
「
共
生
」
を
今
年
度

の
テ

l
マ
と
し
た
わ
く
わ
く
!
∞

|
セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
二
回
で
は
自

然
と
の
共
生
、
次
世
代
と
の
共
生

を
考
え
、
県
大
洲
出
張
所
林
業
課

職
員
の
指
導
の
も
と
、
竹
炭
、
つ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
第
三
回
で
は
、

「
生
か
す
力
」
を
学
習
す
る
た
め
、

大
洲
消
防
署
職
員
の
指
導
を
受

け
、
上
級
救
命
講
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
日
曜
、
炎
天
下
で
の
作
業 堂々の選手宣誓

二ムメウイ~よ : 一一一一~ー~二二

好プレーの連続

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

男

子

植

松

分

館

女

子

植

松

分

館

最
後
に
参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

愛する人を救いたい/

と
な
っ
た
竹
炭
n

つ
く
り
は
、
滴
り

落
ち
る
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
夢
中

に
な
っ
て
の
挑
戦
で
し
た
。
一
方
、

平
日
夜
間
八
時
間
に
及
ぶ
救
命
講

習
に
は
参
加
者
は
皆
、
真
剣
に
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
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ε~ 

フ
ァ
ミ
リ
i
で

車
体
み
体
験

平成12年 9月25日

ひ
ま
わ
り
学
習
第
二
弾
は
、
自

然
体
験
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ふ
れ
あ
い

企
画
と
し
て
、
竹
炭
、
つ
く
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
「
自
然
と
遊
ぼ

う
!
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

合
言
葉
に
、
絶
好
の
天
候
に
恵
ま

れ
、
県
林
業
課
職
員
指
導
の
も
と
、

ス
タ
ッ
フ
込
み
総
勢
四
五
人
で
滴

り
落
ち
る
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
の

挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。
竹
炭
m

つ
く

り
で
は
、
ド
ラ
ム
缶
に
割
っ
た
竹

を
詰
め
る
作
業
、
赤
土
を
練
る
作

業
、
そ
し
て
こ
れ
を
土
団
子
に
し
、

ド
ラ
ム
缶
の
す
き
間
に
詰
め
る
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。
同
時
に
行

っ
た
竹
の
食
器
、
つ
く
り
で
は
、
参

fえわ7P 第 139号

かまの完成です

乙U ず d 迫

ノコギリを使ってコップづくり

加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ナ
イ
フ
を
使

っ
て
容
器
、
コ
ッ
プ
、
は
し
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
、
ナ
イ

フ
を
使
い
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
世
界
中
ど
こ
を
探
し
て
も
な

い
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
容

器
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

は
、
こ
れ
ら
を
使
っ
て
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

バレ
l
女
子

一
部
二
位

@)  

点火!!

今
年
は
ス
ポ
レ
ク
喜
多
郡
大
会

に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
男
女
が
参
加
し
ま
し

た
。
日
頃
の
練
習
を
十
分
に
発
揮

し
た
実
り
の
あ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
に
一
直
線
で
社
会
体
育
行

事
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
一
緒
に
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

いざ|

ブロックを破って

ゃね(まし画定

みんなでニコリ

ふ
る
さ
と
に
望
む

!
村
制
五
十
周
年
に
向
け
て

(
立
村
当
時
の
役
場
職
員
)

福
岡
県
須
恵
町

岡
崎
賢
一
郎

(
寺
薮
中
出
身
)

こ
の
度
、
思
い
が
け
な
く
「
や
ね
ば
し
通
信
」
に
投
稿

の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
私
は
昭
和
三
年
北
平
寺
薮
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

当
時
は
自
然
が
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
緑
い
っ
ぱ
い

の
野
山
を
駆
け
ま
わ
っ
た
り
、
澄
み
き
っ
た
川
で
泳
い
だ

り
魚
を
獲
っ
た
り
し
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
。
河
辺
村
が
立
村
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
る
旨
、

承
り
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
思
い
起
こ
せ
ば

旧
肱
川
村
か
ら
の
分
村
問
題
が
起
こ
り
、
日
ご
ろ
平
穏
な

山
村
が
ま
さ
に
、
「
源
平
の
戦
い
」
を
思
わ
せ
る
賛
否
両
派

に
よ
る
騒
然
と
し
た
一
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
(
紙
面
の

都
合
で
詳
細
に
書
け
な
い
の
が
残
念
で
す
)
軒
余
曲
折
の

末
「
河
辺
村
」
が
立
村
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

立
村
の
翌
年
郷
里
を
離
れ
ま
し
た
が
、
何
年
か
に
一
度
は

帰
っ
て
き
ま
す
が
村
の
様
子
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
ま
す
。
道
路
は
整
備
さ
れ
、
山
の
上
の
集
落

ま
で
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ず
い
ぶ
ん
便
利
に

な
り
ま
し
た
が
、
河
辺
村
も
少
子
、
高
齢
、
過
疎
化
が
進

み
、
特
に
生
産
人
口
の
減
少
が
村
の
将
来
を
考
え
ま
す
と

き
、
少
な
か
ら
ず
気
に
か
か
り
ま
す
。
近
年
農
村
の
生
活

も
豊
か
に
な
り
、
生
活
様
式
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、

「
生
活
が
豊
か
に
な
る
と
心
が
貧
し
く
な
る
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
も
う
す
ぐ
二
十
一
世
紀
と
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど

ん
な
時
代
が
来
よ
う
と
も
、
河
辺
村
の
気
風
で
も
あ
る

「
お
互
い
に
気
づ
か
い
合
い
、
支
え
合
う
温
か
い
人
情
」
を

失
わ
な
い
で
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。
終
わ
り
に
河
辺

村
の
益
々
の
ご
発
展
と
村
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
十
一
年
度
の
河
辺
村
老
人
医
療
費
は
約

二
億
八
千
万
円
、
一
人
あ
た
り
医
療
費
は
約
七

一
万
三
千
円
で
す
。

前
年
度
に
対
し
て
、
四
・
八
%
の
増
、
一
人

あ
た
り
一
万
三
千
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
九
年
か
ら
み
る
と
、
約
五
千
万
円
増
、

一
人
あ
た
り
医
療
費
は
約
十
万
円
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

増
え
続
け
る
老
人
医
療
費
、
九
割
以
上
が
、

各
医
療
保
険
か
ら
の
拠
出
金
と
国
や
県
、
村
の

公
費
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
推
移
し
て
い
く
と
、
各
医
療
保
険
の
財
政

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
若
年
世
代
の
費
用

負
担
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
年
寄
り
に
な
る
と
病
気
に
な
り
や
す
く
、

し
か
も
治
り
に
く
く
な
る
た
め
、
医
療
機
関
に

か
か
る
場
合
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。
病
気
と

う
ま
く
つ
き
あ
う
と
と
も
に
、
か
か
っ
た
医
療

費
に
関
心
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
医
療
を
受
け
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平成12年9月25日(7) 

母呂志描曾司笹距ぬ円千

ω

r
l、
ウ
十

-外来の場合に支払う費用

1日につき

660 

.入院した場合に支払う費用

入院 入院時の食事代

1日 1日

指定 1200円 760円

世住
90日を超える

1目安 入院 90目までの

帯税民非
(過去帥月刊 入院

1200円 入院日数

等税課
掠ただし、 1か 1日大 1目安
限月度に3と5し，4ま00す円。を 500円 650円

5方Zる7毛喜祉年金でE 
1目安 1日女

500円 300円
ノ

640 

620 

600 

530円

720 

700 

680 

河辺村老人医療費

----一一 一人あたり医療費

(千円)

300，000 

280.000 

260，000 

240，000 

220，000 

200，000 

180，000 

160，000 

580 
平成 11年平成 10年平成9年平成8年平成7年

140，000 

ヨ1A9fli1母
年度 平 土句

総医療費
一人あたり医療費

受給者数(人) (円) (年間) (円)

7 350 210，978，513 602，796 

8 361 234，321，497 649，090 

9 368 232，464，224 631，696 

10 381 267，152，706 701，188 

11 392 279，866，482 713，945 

E
 

1
3
ι
3・』

戸最低賃金改正のお知らせ

平成12年10月1日から愛媛県最低賃金は、

4，852円、 1時間 607円です。

(宮089-935-5200)

( fi0894-22-1 

P最低賓金についてのお問い合わせ先

愛媛労働局 賃金室

八幡浜労働基準監督署

1日

ごそんじですか!検察審査会

交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあい、警察や検

察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴してくれない。この

ような不満をお持ちの方のために検察審査会があります。お気

軽にご相談下さp。費用は無料で、秘密は固く守られます。

お問い合わせは、

大洲市大洲845 松山地方裁判所大洲支部内
大洲検察審査会事務局岱 (0893)24-2038ヘ
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診

事局

平成12年 9月25円

日
署
、
渇
水
と
騒
が
れ
た
夏
も

ど
こ
へ
や
ら
、
一
雨
毎
に
肌
寒
さ

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
削
は
や
や
気
の
早
い
感

も
あ
る
の
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

昨
年
は
マ
ス
コ
ミ
の
過
剰
と
も

思
え
る
報
道
が
功
を
奏
し
、
多
く

の
人
々
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
を
拡
種
さ
れ
ま
し
た
c

そ
の

結
葉
、
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
、
ワ

ク
チ
ン
を
求
め
て
遠
方
の
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
た
庁
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
昨
年
の
過
熱
ぶ
り
を
受

け
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
会
社
が
牛
一
産

量
を
増
量
し
て
い
る
他
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
の
迅
速
診
断
キ
ッ

ト
や
、
感
染
早
期
に
お
け
る
治
療

薬
な
ど
も
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
医

療
側
は
万
全
の
態
勢
を
と
る
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

っ
て
そ
ん
な
仁
恐
ろ
し
い
病
気
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風

邪
と
同
じ
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
凶
の

感
染
症
で
す
。
よ
っ
て
対
処
法
と

し
て
は
、
安
静
と
水
分
摂
取
、
保

沼
を
心
が
け
、
自
ら
の
体
が
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
抗
体
を
作
る
の
を

待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
(
ウ
イ

ル
ス
そ
の
も
の
に
抗
生
物
質
は
無

効
。
)
い
っ
た
ん
体
が
抗
体
を
作

り
始
め
る
と
、
症
状
は
急
激
に
改

苦
し
、
ぶ
り
返
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
出
熱
と
八
五
身
の
筋
肉

痛
、
関
節
痛
が
主
面
感
を
増
し
、

fミわカ3第 139号

よ

体
力
を
奪
う
と
と
も
ま
た
事
実
で

す
。
非
常
に
稀
な
脳
炎
な
ど
の
合

併
症
に
対
し
て
は
、
大
き
な
病
院

で
の
集
中
的
な
治
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
重
要

な
意
昧
を
持
ち
ま
す
。
流
行
前
に

ワ
ク
チ
ン
で
あ
ら
か
じ
め
抗
体
を

作
っ
て
お
く
た
め
、
出
状
の
軽
培

化
や
感
染
者
数
減
少
に
つ
な
が
り

ま
す
ハ最
後
に

P
R
O
A
7年
も
診
療
所

で
は
任
意
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
ま
す
。
日

月
よ
り
予
約
開
始
、
日
月
よ
り
実

施
の
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

診
脈
所
受
付
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

児

童

手

当

児
童
手
当
は
、
児
市
を
養
育
し
て

い
る
人
に
こ
の

F
1を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
叩
つ
児
童

の
健
全
な
古
成
及
び
資
賢
の
向
上
を

目
的
と
し
ま
す
。

支
給
の
対
象
は
、
す
年
度
よ
り
小

学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
で
、
第
一
子
及
び
靖
二
子
に

つ
い
て
は
月
額
五
千
円
。
第
一
J
J
以

降
に
つ
い
て
は
月
額
一
万
円
で
す
。

児
童
扶
養
子
当
峰
、
死
別
等
に
よ

り
父
親
と
生
活
が
同
で
な
い
児
草

が
葺
背
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
FUL止
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
手

当
を
支
給
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
閃
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
子
当
は
、
精
神
又

似品にちi事鱒韓関((Ö~~
生 ~ほlまえみは回復薬!---- 島

~骨粗露症を予防して
元気にイキイキ~

骨折から寝たきりヘ
現在約60~70万人はいるといわれる
寝たきリの原菌で脳卒中に次いで2番
目に多いのが骨粗露症です。

骨お元気ですか?

は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童
並
び

に
精
神
J
へ
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
害
を
有
す
る
児
童
に
と
の
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
該
当
す
る

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
凶
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
児
童
手
当
に
つ
き

ま
し
て
は
、
出
生
か
ら
小
学
校
就
学

前
ま
で
。
児
空
扶
養
手
当
に
つ
き
ま

し
て
は
、
該
当
に
な
っ
た
時
か
ら
十

八
議
ま
で
し
た
、
だ
し
、
学
生
で
あ
る

場
合
に
は
卒
業
時
ま
で
。
特
別
児
童

扶
養
子
当
に
つ
き
ま
し
で
は
、
該
当

に
な
っ
た
時
か
ら
一
十
歳
ま
で
。
た

だ
し
、
学
生
で
あ
る
場
合
に
は
卒
業

時
ま
で
で
す
。

こ
れ
ら
の
各
手
当
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
方
、
ま
た
、
申
請
を
さ

れ
る
方
は
、
福
祉
河
川
ま
一
ビ
お
気
軽
に

お
闘
い
人
日
わ
せ
下
さ
い
f

骨粗緊症つてなに??
カルシウム不足などにより骨の密度が
減少し、すが入ったようにス力ス力にな
り骨が折れやすくなる病気のことです。

食吸カ
品収ル
はさシ
コれウ
レやム
!すの
い

[第5条骨粗罷症検診を受けましょう]
できるだけEけうちに見つけて
発症を遅らせるごとが大事です。

せて)受診してみましょう。

かしこいカルシウム利用法
①冷凍して保存できるカルシウム食品を利用し
ましょう。ごま、ナ1ソツ類、干し魚、干し野

菜など。

¢牛乳の欽めない人は、スキムミルクを力
レーやシチュ などに入れで食べましょう。

ビタミンDたっぷり食品ベスト10

1 位忠r.?<~al 2位以品。， 3位'~伊

勢~~体
4位 5位 。位 ア位

司令長二
8位コユ~i 91立認す!市)1 iUlll. 2BG 

持当事毛母吟珂手壁一ノ

骨粗軽症を防ごう!! 
{第1条カルシウムをたくさんとろう}

牛乳に含まれている乳糖も腸内
で発酵して乳酪となり、力Jレシウ
ムの吸収を高めます。
[第2条ビタミンDもたつぷりとろう]
ビタミンDはカルシウム吸収を
高めます。
[第3条 1日30品目のパランス食を]
力jルレシウムの吸収を妨げるもの
護傘事リン酸 f岬インス夕ント食品にi多芸し.i埋E分
[第4条適度な運動で d品開認海部
骨粗露症を予防しよう] げ重量麗
骨は運動によっ，1J璽!主璽
て適切な刺激を受円制トー常1

け至と丈夫になり i一一
オヲ。， ー伊ー…

総務庁では、わ政相談制度を広く知ってもらい、その利用
を促進するため、本年は10月16日(月)から22日(日)までの一
週間を「行政相談週間」と定め、全国的に各種の行事を行うこ
ととしております。
このJl昼間行事の品環として、当村でも、総務庁長官から委
嘱された行政相談委員が、次のとおり行政相談所を開設いた
しますので、ごの機会にお気軽にご利用下さい。
相談は無料で、秘密は同く守られます。

1 日 時;平成12年10月25LI (水)午前8時30汁~正午
2 場所:老人福祉センタ 行政相談委員 上回 敏
3 相談例:道路、交通安全、登記、郵便、消費生活、社

会花HII、公害、行政サービス改主主に関する意
見・要望など

あなたの調査票には 重量信監論
B本の大切な未来がつまっていますぞ里ZE
⑮ノょっ」は、 2000年という、世紀の変わりよvi
1Iです。この10月1日に2000年国勢調平手主
査をわ二いますc ごとυ句研3と
8111勢調査は、人II と ttb~停に関する i1H 基本的な杭計三4査で、
今から80'同白の1920年(大正9年)に第1回調査を行い、以
来ほぽ5年ごとに実施していますc
.今年の国勢調査は、円本の、そしてJえがまちの21tH紀をどう
描いていくのか、そのための基礎的なデータを捉供する大切
な役割を担っています。
・国勢調査は、 u本に住んでいるすべての人が対象となります0
・調査票ほ、統計を作る日的だけに使川し、厳t立に'}fJYJします。
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年
金
か
ら
の
介
護
保
険
料
の
特

別
徴
収
に
つ
い
て

十
月
よ
り
公
的
年
金
か
ら
の
介

護
保
険
料
の
特
別
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。特
別
徴
収
と
は
、
介
護
保
険
料

を
支
払
う
被
保
険
者
の
方
々
の
便

宜
を
図
る
た
め
、
介
護
保
険
料
を

公
的
年
金
か
ら
徴
収
(
天
引
き
)

す
る
こ
と
で
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方

は
、
平
成
十
二
年
同
月
一
日
現
在

に
お
い
て
、
六
十
五
歳
以
上
で
老

齢
基
礎
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
の

老
齢
(
退
職
)
年
金
な
ど
を
年
額

十
八
万
円
以
上
受
け
て
い
る
方
で

す
。
(
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
)

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
は
、
納
付
書
に
よ
り
直
接
役
場

に
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
及
び
公
的
年
金
制
度

の
内
容
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

わ九五平成12年9月25日(9) 

グ附均常時験室.8
こんにちは。デビッド・ピーターソ

ンといいます。

皆さんにお会いし、名前を覚えてい

くのを楽しみにしています。

夏
休
み
中
に
、
河

辺
小
学
校
の
三
・

四
・
五
・
六
年
生
と

保
護
者
・
担
任
教
諭

で
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
愛
媛
県
警

察
本
部
を
見
学
し
、

ど
の
よ
う
に
県
民
の

生
命
と
財
産
を
守
っ

て
い
る
の
か
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
に
、
愛
媛
県
庁

を
見
学
し
ま
し
た
。

加
戸
知
事
と
対
面
で

授業風景

き
た
こ
と
に
感
激
し
た
参
加
者
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

最
後
は
、
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城 分館ハレーで自己紹介青年と一緒に竹炭っくり県警で

み

な

さ

ん

ど
う
ぞ
よ
る
し
く

※
中
学
校出講

身師

千

葉

由

加

里

大
洲
市

に
行
き
、

い
ろ
ん
な
施
設
で
遊
び

ま
し
た
。

楽
し
く
県
の
施
設
の
勉
強
が
で

き
た
、
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

加戸知事と対面!!

「
台
風
」
襲
来
に
備
え
て

台
風
は
地
震
と
は
遣
い
、
テ
レ

ピ
や
ラ
ジ
オ
で
事
前
に
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
備
え

が
十
分
で
あ
れ
ば
被
害
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

台
風
が
近
づ
く
恐
れ
の
あ
る
と

き
は
、
次
の
よ
う
な
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
、
事
前

に
情
報
を
正
し
く
つ
か
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
J
O

。
倒
れ
そ
う
な
建
物
や
樹
木
は

筋
か
い
な
ど
で
補
強
し
て
お
き

宇
品
し
ょ
-
つ
。

煙
突
や
ア
ン
テ
ナ
は
針
金
な

ど
で
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O

家
の
回
り
の
水
路
な
ど
の
掃

除
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。
家
の
周
囲
に
山
や
が
け
地
が

あ
る
場
合
、
亀
裂
な
ど
が
な
い

か
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。



(10) 平成12年 9月25日めミわカで

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

10 月 11 月
愛媛スポレク祭'00地方大会

健康相談 2 グフンド・ゴルフ大会
3 
4 

5 消防非常召集
6 健康相談

7 

村民運動会 8 
9 人権のつどい

心配ごと相談・子宮・乳ガン検診 10 心配ごと相談人権相談・定期鵬相談(淵商工錦)

11 スポーツ振興会交流会

12 ニ杯谷の滝まつり
定期税務相談(大洲商工会館) 13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

金婚者祝賀会 20 

21 
22 戦没者追悼式

地方祭:ニ嶋神社(ニ嶋)・健康相談 23 河辺中学校文化祭

地方祭:天神社 24 婦人学級・品齢者教室合同会

心配ごと相談 ・行政相談 25 乙亥恵美寿まつり
地方祭:春日;神社 26 河辺小学校 ・幼稚園学芸会

地方祭:ニ嶋神社(川崎) 27 心配ごと相談・健康相談・行政相談
村制50周年を祝う集い 28 

29 

30 

31 

未定

インフォメーションが
ん
ば
っ
て
ま
す

特
産
品
開
発
日

こ
の
度
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

で
は
、
ソ
パ
を
使
っ
た
か
り
ん
と

う
を
商
品
化
し
ま
し
た
。
是
非
、

一
度
ご
賞
昧
下
さ
い
。

第 139号

……~泌
総
裁
稼
絞
殺
…滋
決
………
一側

河辺村のおばちゃんの気持ちです

「
愛
媛
の
人
っ
て
:
・
」

三
ヵ
月
程
前
、
友
人
の
披
露

宴
に
招
か
れ
て
高
知
に
出
掛
け

ま
し
た
。
二
次
会、

三
次
会
と

場
所
を
変
え
、
十
数
年
振
り
に

再
会
し
た
友
人
と
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
る
う
ち
に
、

学
生
時
代
の
笑
い
話
が
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
愛
媛

に
つ
い
て
詳
し
く
な
い
人
が
、

愛
媛
県
に
対
し
て
抱
い
て
い
た

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
そ
の
う
ち

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

一

愛

媛

の
人
は
、
「
ポ
ン
・

ジ
ュ

ー
ス
」
を
朝
畳
晩
、

毎
日
飲
ん
で
い
る
。

二

ミ

カ
ン
を
い
つ
も
食
べ
て

い
る
の
で
、
冬
に
な
る
と
手

の
ひ
ら
や
足
の
裏
が
黄
色
く

な
る
。

三

入
浴
剤
の
代
わ
り
に
、

ミ
カ
ン
果
汁
の
入
っ
た
風

呂
に
入

っ
て
い
る
。

四
ど
こ
に
で
も
ミ
カ
ン
の

木
が
生
え
て
い
て
、
だ
れ

で
も
自
由
に
取
っ
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
か
。
今
と
な
っ
て
は
、

笑
い
話
な
の
で
す
が
、
全
て

「
愛
媛
H
ミ
カ
ン
』
と
い
う
先
入

観
に
よ
る
思
い
込
み
な
の
で
す
。

そ
の
時
、
間
違
い
は
、
は
っ
き
り

と
否
定
し
て
い
た
の
で
、
現
在
も

信
じ
て
い
る
者
は
も
う
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
・
:
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
、

同
じ
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

っ

た

ど

き

ょ

う

拙
な
く
も
孫
ら
の
読
経
高
ら
か
に

つ

ま

い

し

ぷ

み

亡
夫
に
と
ど
け
と
石
碑
拝
む

山

本

万

亀

子

心
に
も
あ
ら
ぬ
長
寿
を
感
謝
し
つ

き
び
し
き
昔
を
今

な

つ

か

し

む

国

井

ミ

ネ

ヲ

老
い
て
な
お
励
ま
さ
れ
つ
つ
勤
め
し
も

そ剃
り
持
ち
し
手
は
緊
張
絶

え

ず

山

本

力

シ

子

り
ん
世
〈

入
道
雲
座
し
て
動
か
ず
輪
郭
は

し
ろ
が
ね
い
ろ

銀

色

に

輝

き

て

お

り

増

本

喜
久
男

村
政
の
歩
み
記
念
の
五
十
年

ゆ逝
き
に
し
夫
の
ア
ル
バ
ム
め
く
る

高
橋
フ
ミ
ヱ

い
に
し
え
な

ご

み
ゆ
き

古
の
名
残
り
と
ど
め
し
御
幸
橋

今
も
変
ら
じ

水

の

流

れ

は

大

野

勇

盆
お
わ
り
帰
り
給
え
る
み
仏
に

た

独
り
わ
び
し
く
送
り
火
を
焚
く

藤

原

茜

一-ん
か
。
自
分
で
真
偽
を
確
か
め

な
い
で
、
噂
話
を
鵜
呑
み
に
す

る
、
先
入
観
で
人
を
評
価
す
る
、

自
分
の
価
値
観
だ
け
で
物
事
を

判
断
し
、
行
動
す
る
・
:
。

(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

「河
辺
人
権
の
つ
ど
い
』

開
催
の
お
知
ら
せ

人
権
の
集
い
実
行
委
員
会
で

は
、
十

一
月
九
日
闘
に
第
七
回

河
辺
人
権
の
つ
ど
い
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
今
回
は
、
河
辺
小

学
校
体
育
館
を
全
体
会
場
に
、

立
花
家
千
橘
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
人
権
講
演
会
及
び
人
権
落

語
を
賜
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

2消
5息
即、 f一一一、
で至自
と
う 1212 

9 7 

10 11 

⑮

智

葉

え

み
瑛
海
(植

松
)
制

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

鈴
香
(
横
山
中
)

和
江

(天

神
)

(
上
大
成
)

大井田
野上中
チ
タ
ヱ

1，385 (6 9) 

1，406 (ム 30)

1，415 (ム 39)

1，452 (ム 76)

1，494 (ム118)

人のうごき
(平成12年9月1日現在)

世帯数 529戸
男子 672人

女子 704人
計 1，376人

H 11. 9.1現

H10. 9.1現

H 9.9.1現

H 8.9.1現

H 7.9.1現
雅

敬

千
恵
子

76 40 39 
歳歳歳


